
研究概要（研究課題⑧）

交通事故半減スキーム
（鎌ケ谷モデル）

通 報 ・ 陳 情

対 策 対 象 の 特 定

事 故 発 生 要 因 分 析

対 策 検 討 （ 予 測 ）

実 態 調 査 ・ 分 析

対 策 （ 案 ） 検 討

実 態 調 査 ・ 分 析

事 後 評 価

対 策 検 討 ・ 実 施

次期他対策への参考修 正

対 策 判 断

地 区 住 民

ヒ ヤ リ 体 験 情 報
（Web・ﾍﾟｰﾊﾟｰｱﾝｹｰﾄ）

G I S 手 法

要 因 分 析
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　 線 　 （ 路 線 ） 　
　 面 　 （ 地 区 ） 　

交 通 事 故 原 票

G I S 手 法

要 因 分 析

　 点 　 （ 交 差 点 ）
　 線 　 （ 路 線 ） 　
　 面 　 （ 地 区 ） 　

研究の枠組み

他自治体への移植範囲

事前対策効果評価方法の検討

交通安全対策支援
サブシステム

ヒヤリ体験入力
サブシステム

住民参加

担当者の取組み上
のノウハウを電子
的に蓄積し、ワーク
フローを汎用化
ナレッジデータベース

鎌ケ谷市に比べ都市規模が４倍の市川市 、1/2の白
井市へサブシステムの移植とＤＢの構築、運用を開始

交通事故半減スキームの隣接自治体への移植

①交通安全対策支援サブシステム

・電子地図データの階層化、索引図の活用によりレスポンスの改善

・データベース作成方法の改良

②ヒヤリ体験入力サブシステム

⇒導入する自治体のセキュリティレベルや特定

OSに依存せず、かつWebGISサービスのネッ
トワーク提供と電子地図データのネットワー

ク配信が一体化したシステムへ改良

　 ⇒事故電子データの一括取り込み機能を追加

　 ⇒他電子地図の道路属性データを利用した、交
差点、街路マスターの一括登録機能の追加

　 ⇒事故データとマスターデータのマッチングによ
るヘルスチェック機能の追加

API形式の地図ASPを活用したシステムへ移行



研究概要（研究課題⑧）

・業務実施上のﾉｳﾊｳを電子的に蓄積しﾜｰｸフローを汎用化
③教育プログラム（ナレッジDB）

市川市では・・・
・対策対象地区として、南大野地区を選定

・教育プログラムを参考とし、市の担当職員が
ヒヤリ体験アンケートとワークショップを実施

・住民は分析結果に強い関心
・住民との積極的な意見交換

・住民は分析結果に強い関心
・住民との積極的な意見交換

作業ワークフロー 作業内容
様式・事例・マニュアル集

各利用者が作業ワークフローを基点として、ハイパーリンクを
辿って目的の情報を獲得することができる。
各利用者が作業ワークフローを基点として、ハイパーリンクを
辿って目的の情報を獲得することができる。

市川市の担当職員

南大野地区の住民

対策効果の事前評価サブシステム
・鎌ヶ谷市での交差点ハンプ等による
速度抑制対策の事後評価例

・事故発生件数の事前・事後比較による評価の重み付け
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事故発生件数が
37.8％減少

出会い頭事故が
57.1％減少

このような事後評価結果を、事前評価サブシステムに蓄積していく。

その他

歩行者関連

右左折

追突

出会い頭

交差点ハンプ（凸型交差点）

速度抑制対策に関する客観的評価の
結果、速度抑制の効果を確認
速度抑制対策に関する客観的評価の
結果、速度抑制の効果を確認


